
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

田村俊子の文学作品における死のモチーフ : 女性の
肺病死を中心に

蘭, 蘭
九州大学大学院比較社会文化学府 : 博士課程

https://doi.org/10.15017/1456044

出版情報：Comparatio. 17, pp.24-39, 2013-12-28. 九州大学大学院比較社会文化学府比較文化研究会
バージョン：
権利関係：



田
村
俊
子
の
文
学
作
品
に
お
け
る
「
死
」

｜
｜
女
性
の
肺
病
死
を
中
心
に
｜
｜

の
モ
チ
ー
フ

蘭

蘭

は
じ
め
に

日
本
近
代
文
学
に
お
い
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
先
駆
者
の
一
人
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
田
村
俊
子
の
作
品
に
は
、
「
死
」
の
モ
チ
ー
フ
が
頻
繁
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
品
「
露
分
衣
」
（
『
文
整
倶
楽
部
』
明
治
三
十
六

年
）
か
ら
、
初
期
作
品
群
、
作
家
と
し
て
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
大
正
期
に
創

作
し
た
作
品
群
、
及
び
最
後
の
作
品
「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
」
（
『
中
央
公
論
』

昭
和
十
三
年
七
月
）
に
至
る
ま
で
、
特
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
が
、
い
よ
い
よ

幸
福
を
迎
え
る
直
前
に
自
然
な
病
死
（
殆
ど
肺
病
死
）
の
運
命
に
遭
遇
す
る

パ
タ
ー
ン
や
、
自
由
に
恋
愛
を
成
就
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
女
性
た
ち
が
、

自
殺
と
い
う
形
で
当
時
の
社
会
制
度
に
反
抗
し
て
い
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

人
物
が
肺
結
核
に
か
か
る
文
学
作
品
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
く
、
例
え

ば
社
甫
「
返
照
」
、
曹
雪
芹
・
高
顎
「
紅
楼
夢
」
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
「
あ
ら
皮
」
、

デ
ユ
マ
「
椿
姫
」
、
ユ
ゴ

l
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
、
モ

l
パ
ッ
サ
ン
「
水
の

上
」
、
ブ
ロ
ン
テ
「
嵐
が
丘
」
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
「
織
工
」
、
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
！

「
死
」
、
等
が
あ
る
（
注
二
。
人
物
の
肺
結
核
に
よ
る
死
は
、
ど
の
よ
う
な

意
味
合
い
を
持
ち
得
る
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る

肺
結
核
文
学
の
鳴
矢
と
さ
れ
る
広
津
柳
浪
の
「
残
菊
」
、
徳
富
蔵
花
の
「
不
如

帰
」
な
ど
と
も
対
比
さ
せ
な
が
ら
、

を
検
討
し
た
い
。

田
村
俊
子
の
主
人
公
の
肺
病
死
の
意
味

一
、
明
治
以
後
の
日
本
に
お
け
る
結
核
を
扱
っ
た
文
学
作
品

明
治
維
新
以
降
の
文
明
開
化
の
時
代
に
、
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
思
想
や

文
学
作
品
或
は
現
実
社
会
の
状
況
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
日
本
に

お
い
て
、
日
本
の
近
代
文
学
に
お
い
て
、
結
核
を
扱
っ
た
初
期
の
文
学
作
品

の
一
例
は
、
広
津
柳
浪
の
『
残
菊
』
（
『
新
著
百
種
』
第
六
号

年
）
で
あ
る
。

明
治
二
十
二

幼
く
し
て
父
を
失
っ
た
お
香
は
、
母
と
と
も
に
上
京
し
、
し
か
る
べ
き
教

育
を
受
け
た
後
、
従
兄
・
小
太
郎
と
結
婚
す
る
。
そ
し
て
妊
娠
す
る
が
、
卒

業
成
績
抜
群
の
夫
は
洋
行
し
て
し
ま
い
、
留
守
の
聞
に
娘
・
お
蝶
を
出
産
す

る
。
が
、
ま
も
な
く
肺
結
核
に
襲
わ
れ
て
、
病
状
の
悪
化
に
苦
し
み
な
が
ら

夫
の
帰
国
を
ひ
た
す
ら
待
つ
。
ほ
と
ん
ど
臨
終
と
い
う
時
に
気
が
つ
く
と
夫

が
帰
っ
て
く
る
。
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『
残
菊
』
発
表
後
ま
も
な
く
、
『
女
学
雑
誌
』
（
明
治
二
十
二
年
一
月
）
に

お
い
て
内
田
魯
庵
が
「
柳
浪
子
の
『
残
菊
』
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

死
は
誰
人
も
経
験
せ
ざ
る
所
に
て
如
何
な
る
想
像
家
あ
り
と
も
其
万
一
を
だ

に
知
る
を
難
ん
ず
る
に
、
柳
浪
子
と
云
へ
る
悟
道
の
達
識
が
虚
心
平
気
に
写

し
了
り
た
る
其
脳
力
其
筆
才
は
誰
か
よ
く
及
ぶ
べ
き
。
日
本
小
説
道
初
ま
っ

て
以
来
死
の
瞬
間
を
描
写
し
た
る
も
の
よ
も
や
此
外
に
あ
る
べ
し
と
も
思
は

ず。



即
ち
、
柳
浪
は
、
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
死
の
瞬
間
の
描
写
が
大
変

優
れ
て
お
り
、
そ
れ
迄
の
小
説
に
は
例
が
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
肺
結
核
に
か
か
っ
た
ヒ
ロ
イ
ン
・
お
香
は
、
ど
の
よ
う
な
苦

し
み
を
経
て
、
死
を
迎
え
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
最
初
の
略

血
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
ハ
ツ
と
思
っ
て
脇
に
あ
る
ハ
ン
カ
チ
を
取
う
と
、
手
を
伸
し
て
身
鰻
が

動
く
と
、
二
つ
三
つ
の
軽
い
咳
轍
｜
｜
何
だ
か
咽
喉
が
ム
ヅ
療
く
覚
へ
た
の

で
、
ハ
ヘ
ッ
と
一
つ
絞
る
途
端
に
：
：
：
あ
ら
血
！
l
鮮
紅
な
一
塊
の
血
が
、

私
の
口
か
ら
：
：
：
薬
を
拭
ふ
と
し
た
母
の
手
は
二
月
の
花
。

オ
、
血
が
：
：
：
。

拭
ふ
手
も
忘
れ
て
、
母
は
私
の
顔
を
見
詰
ま
す
。
私
の
其
時
の
顔
1

1

後
に

母
か
ら
聞
け
ば
1

1

色
は
蒼
白
く
、
そ
し
て
唇
は
わ
な
〉
い
て
、
母
を
見
上

た
眼
は
、
如
何
に
も
力
な
さ
〉
う
に
う
る
ん
で
、
其
内
に
何
と
な
く
凄
味
を

帯
て
居
た
さ
う
で
す
。
（
注
二
）

お
香
は
や
が
て
自
分
の
病
気
が
肺
結
核
で
あ
る
と
知
る
。
「
あ
の
結
核
：
：
：

い
よ
い
よ
不
治
ぬ
と
極
っ
た
肺
結
核
で
あ
っ
た
か
。
私
の
生
聞
な
想
像
が
、

不
幸
に
も
的
中
た
身
の
不
幸
」
と
考
え
る
お
香
は
、
ま
す
ま
す
苦
し
む
。

今
度
は
火
の
玉
呑
だ
様
な
寒
熱
の
苦
し
む
。
（
中
略
）
下
女
に
激
水
取
ら
せ

て
藤
た
ま
〉
の
楊
枝
遣
ひ
、
口
中
の
清
め
も
大
方
は
消
で
今
舌
の
奥
の
方
を

：
ム
カ
リ
ツ
と
し
た
途
端
に
、
ゴ
ロ
ツ
と
吐
い
た
は
三
四
口
に
：
：
：
耳
盟

一
杯
の
血

l
iそ
れ
は
驚
ひ
た
眼
の
迷
ひ
、
落
付
て
見
れ
ば
一
合
儀
り
の
鮮

血
。
（
中
略
）
私
の
病
気
は
日
増
に
悪
く
な
っ
て
、
十
月
の
中
旬
に
は
、
衰
弱

し
た
の
も
一
倍
で
す
。
人
に
尋
ね
ず
と
も
手
で
撫
ま
は
せ
ば
、
高
く
な
っ
た

頬
骨
、
陥
落
だ
眼
、
鏡
に
照
す
よ
り
も
猶
明
瞭
に
見
ら
れ
ま
す
。
（
注
三
）

熱
と
略
血
に
苦
し
む
お
香
は
、
次
第
に
衰
弱
し
て
い
き
、
か
ろ
う
じ
て
爵

香
と
い
う
興
喬
剤
で
意
識
を
保
つ
ば
か
り
と
な
る
。
「
私
も
い
よ
い
よ
｜
｜
今

を
も
知
ら
ず
｜
｜
死
ぬ
の
で
あ
ら
う
」
と
考
え
る
ま
も
な
く
、
や
が
て
死
を

迎
え
る
。

シ
ー
ン
と
し
て
落

身
は
今
巽
黒
な
穴
の
中
に
！
｜
其
心
細
さ
！
其
凄
さ
！

て
行
く
：
：
：
あ
〉
、
何
所
に
行
く
の
か
：
：
：
奈
落
と
は
此
慮
？
：
：
：
死
ん
で

行
の
〉
苦
し
さ

l
l響
へ
る
も
の
が
世
に
あ
ら
う
ぞ
。
（
注
四
）
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妻
で
、
母
で
あ
る
『
残
菊
』
の
お
香
は
、
も
と
も
と
幸
福
な
家
庭
生
活
を

楽
し
ん
で
い
た
が
、
不
治
の
肺
結
核
に
か
か
り
、
死
に
い
た
ろ
う
と
す
る
苦

し
み
を
な
め
る
。
小
説
の
終
盤
に
お
い
て
、
一
度
奈
落
の
底
に
落
ち
た
と
思

う
や
、
ま
た
一
度
意
識
を
取
り
戻
す
。

私
の
名
を
呼
の
は
何
人
：
：
：
今
其
慮
に
：
：
：
今
：
：
：
あ
〉
あ
の
火
：
：
：
迄
・
：

・
：
其
慮
に
：
：
：
今
：
：
：
も
：
：
：
も
ち
っ
と
：
：
：
も
：
：
：
今
：
：
：
オ
＼
嬉
し

い
：
；
：
。
辛
く
火
の
傍
に
達
け
ば
、
今
迄
の
苦
し
さ
、
凄
さ
、
心
細
さ
は
何

慮
へ
や
ら
、
気
も
晴
々
と
今
夜
が
明
た
か
と
思
ふ
ば
か
り
。
気
が
つ
け
ば
あ

ら
、
良
人
の
顔
｜
｜
お
蝶
も
其
膝
に
：
：
・
。



お
香
、
気
が
つ
い
た
か
、
今
蹄
朝
た
。
（
注
玉
）

一
瞬
の
蘇
生
の
後
、
「
気
に
掛
っ
た
髪
置
、
二
人
列
ん
で
祝
ふ
た
お
蝶
の
、

七
歳
の
紐
解
も
も
う
今
年
」
と
い
う
所
で
物
語
は
終
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
肺
結
核
に
よ
り
死
に
い
た
る
苦
し
み
を
主
眼
と
し
て
書
か
れ

た
『
残
菊
』
発
表
後
の
十
年
後
の
明
治
三
十
二
年
に
徳
富
麓
花
の
『
不
如
帰
』

（
『
国
民
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
十
一
・
二
九
j
三
十
二
年
五
・
二
四
）
が
刊

行
さ
れ
た
。

海
軍
少
尉
男
爵
の
川
島
武
男
と
陸
軍
中
将
子
爵
片
岡
毅
の
長
女
で
あ
る
妻

浪
子
は
、
幸
せ
な
新
婚
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
浪
子
は
肺
結
核
に
か
か
り
、

川
島
家
断
絶
を
恐
れ
る
姑
の
お
慶
に
よ
っ
て
離
縁
さ
せ
ら
れ
る
。
武
男
は
人

情
に
訴
え
て
反
対
し
た
が
無
力
で
あ
る
。
日
清
戦
争
で
負
傷
し
た
武
男
に
浪

子
か
ら
慰
問
品
が
届
き
、
二
人
の
交
情
は
続
い
た
が
、
病
は
進
む
。
浪
子
は

逗
子
の
海
岸
で
投
身
自
殺
を
図
る
が
、
婦
人
に
止
め
ら
れ
て
身
の
上
話
で
励

ま
さ
れ
、
貰
っ
た
聖
書
で
安
ら
ぎ
を
得
る
。
父
と
の
関
西
旅
行
中
、
山
科
駅

で
す
れ
違
う
列
車
の
武
男
と
顔
を
合
わ
せ
た
が
、
今
生
の
別
れ
と
な
る
。
「
最

早
婦
人
な
ん
ぞ
に
生
ま
れ
は
し
ま
せ
ん
よ
」
の
言
葉
を
残
し
て
浪
子
は
他
界

し
、
墓
前
で
武
男
と
中
将
は
握
手
を
し
て
慰
め
合
う
。

「
は
あ
、
到
頭
肺
に
な
り
ま
し
て
ね
」

「
肺
？
l
l結
核
？
」

「
は
、
ひ
ど
く
略
血
を
し
ま
し
て
ね
、
」

（
中
略
）
医
師
が
見
舞
ふ
毎
に
、
敢
て
口
に
は
云
は
ね
ど
、
其
症
候
の
次
第

に
著
し
く
な
り
来
る
を
認
め
つ
〉
、
術
を
尽
く
し
て
防
ぎ
止
め
む
と
せ
し
甲

斐
も
な
く
、
目
に
は
へ
ね
ど
浪
子
の
病
は
日
に
募
り
て
、
三
月
の
初
旬
に
は
、

疑
ふ
可
く
も
あ
ら
ぬ
肺
結
核
の
初
期
に
入
り
ぬ
。
（
注
六
）

浪
子
が
肺
結
核
に
か
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
「
浪
さ
ん
が
亡
く
な
れ
ば
、

僕
も
生
き
ち
ゃ
居
ら
ん
！
」
と
武
男
は
浪
子
へ
の
愛
を
表
明
す
る
。
「
死
ん
で

も
、
わ
た
し
は
良
人
の
妻
で
す
わ
！
誰
が
如
何
し
た
ッ
て
、
病
気
し
た
ッ
て
、

死
ん
だ
ツ
て
、
未
来
の
未
来
後
ま
で
わ
た
し
は
良
入
の
妻
で
す
わ
！
」
と
浪

子
も
良
人
へ
の
愛
に
呼
応
す
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
相
思
相
愛
の
夫
婦
で
あ

っ
て
も
、
封
建
的
な
家
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
夫
婦
関
係
は
裂
か
れ
て
し
ま

う
。
離
縁
さ
れ
た
浪
子
の
病
は
ま
す
ま
す
重
く
な
る
。

病
は
見
る
見
る
重
り
、
前
後
も
覚
へ
ぬ
ま
で
胸
を
絞
っ
て
心
血
の
紅
な
る
を

吐
き
、
殴
聞
は
黙
し
、
家
族
は
眉
を
娃
め
、
自
己
は
旦
夕
に
死
を
待
ち
ぬ
。
命

は
貨
に
一
線
に
繋
な
が
れ
し
な
り
き
。
浪
子
は
喜
む
で
死
を
待
ち
ぬ
。
死
は

却
々
嬉
し
か
り
き
。
何
思
ふ
間
も
な
く
忽
ち
深
井
の
暗
黒
に
堕
ち
た
る
此
身

は
、
何
の
楽
あ
り
、
何
の
甲
斐
あ
り
て
、
世
に
永
ら
へ
む
と
は
す
可
き
。
誰

を
恨
み
、
誰
を
轡
ふ
、
左
る
念
は
形
を
な
す
徐
裕
も
な
く
て
、
唯
身
を
繰
る

暗
黒
の
恐
ろ
し
く
厭
は
し
く
、
早
く
此
裡
を
脱
れ
む
と
思
ふ
の
み
。
死
は
賞

に
唯
一
の
活
路
な
り
け
り
。
浪
子
は
死
を
待
ち
詫
び
ぬ
。
身
は
病
の
床
に
苦

み
、
心
は
巳
に
世
の
外
に
飛
び
き
。
（
注
七
）
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意
識
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
頻
り
に
血
を
吐
き
、
死
を
待
つ
浪
子
は
、
死
が

自
分
の
不
幸
に
対
す
る
唯
一
の
活
路
と
考
え
る
。
こ
う
し
て
浪
子
は
、
一
度

海
辺
で
自
殺
を
試
み
る
が
、
或
る
婦
人
に
助
け
ら
れ
る
。
助
か
っ
た
浪
子
は



一
時
的
に
恢
復
す
る
が
、
旅
行
に
出
て
帰
っ
て
か
ら
、
ま
た
危
篤
状
態
に
陥

る。二
年
に
近
き
病
に
、
磨
せ
果
て
し
身
は
更
に
痔
せ
て
、
肉
と
云
ふ
肉
は
落
ち
、

骨
と
云
ふ
骨
は
露
は
れ
、
蒼
白
き
面
の
い
と
ぐ
透
き
徹
り
て
、
唯
黒
髪
の
み

昔
な
が
ら
に
艶
々
と
照
れ
る
を
、
長
く
組
み
て
枕
上
に
垂
ら
し
た
り
。
（
中
略
）

忽
ち
色
な
き
頬
の
あ
た
り
紅
を
さ
し
来
た
り
、
胸
は
波
う
ち
、
燃
、
ば
か
り
熱

き
涙
は
は
ら
は
ら
と
苦
し
き
息
を
つ
き
、
「
あ
〉
辛
い
！
辛
い
！
最
早
｜
｜
最

早
婦
人
な
ん
ぞ
に
1

1

生
れ
は
し
ま
せ
ん
よ
o
i
l－
苦
し
い
！
」
（
中
略
）
浪

子
は
口
を
閉
ぢ
、
限
を
閉
ぢ
、
死
の
影
は
次
第
に
其
面
を
掩
は
む
と
す
。
（
中

略
）
幽
か
な
る
微
咲
の
唇
に
上
る
と
見
れ
ば
、
見
る
見
る
験
は
閉
ぢ
て
、
眠

る
が
如
く
息
絶
へ
ぬ
。
（
中
略
）
さ
し
入
る
月
は
蒼
白
き
面
を
照
ら
し
て
、
微

咲
は
猶
唇
に
浮
べ
り
。
そ
れ
ど
浪
子
は
永
く
眠
れ
る
な
り
。
（
注
入
）

唯
一
の
活
路
と
す
る
死
が
や
っ
と
浪
子
を
訪
れ
る
。
こ
の
二
年
間
、
浪
子

を
苦
し
め
る
の
は
、
病
魔
の
み
で
は
な
く
、
愛
す
る
人
と
一
緒
に
居
ら
れ
な

い
辛
さ
で
あ
る
。
臨
終
の
「
あ
〉
辛
い
！
辛
い
！
最
早
l
i最
早
婦
人
な
ん

ぞ
に
｜
｜
生
れ
は
し
ま
せ
ん
よ
。
｜
｜
苦
し
い
！
」
の
叫
び
は
、
幼
い
日
に

実
母
を
失
い
、
継
母
に
虐
待
さ
れ
、
嫁
い
で
は
姑
に
い
び
ら
れ
、
や
っ
と
手

に
入
れ
た
武
男
と
の
幸
福
も
は
か
な
く
、
胸
を
病
ん
だ
だ
け
で
離
縁
さ
れ
る

ヒ
ロ
イ
ン
・
浪
子
の
叫
び
の
み
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
小
説
の
中
で
、

洋
行
か
ら
帰
っ
た
伯
爵
に
嫁
ぎ
、
姑
の
気
に
入
る
が
、
良
人
に
嫌
わ
れ
、
子

供
を
一
人
も
う
け
、
良
人
に
浮
気
さ
れ
、
離
婚
し
た
浪
子
の
旧
友
が
、
病
死

す
る
こ
と
が
描
き
出
さ
れ
る
。
浪
子
の
叫
び
は
、
封
建
的
な
男
性
中
心
的
社

会
に
お
け
る
女
性
た
ち
一
般
の
叫
び
を
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

広
津
柳
浪
の
『
残
菊
』
と
徳
富
蔵
花
の
『
不
如
帰
』
に
は
、
同
じ
肺
結
核

に
よ
り
、
死
を
迎
え
る
若
い
女
性
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
残
菊
』
は
、
ヒ
ロ

イ
ン
・
お
香
の
発
病
後
の
苦
悶
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
描
写
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
『
不
如
帰
』
で
は
、
ヒ
ロ
ノ
イ
ン
・
浪
子
が
病
魔
に
苦
し
み
つ
つ
、

同
時
に
封
建
的
な
家
制
度
に
も
苦
し
む
描
写
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

紅
葉
の
『
金
色
夜
文
』
と
並
ぶ
明
治
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
『
不
如
帰
』

は
、
文
墳
の
み
な
ら
ず
、
劇
界
、
歌
舞
伎
界
で
も
公
演
さ
れ
た
。
小
松
良
夫

の
調
査
に
よ
る
と
、
「
明
治
三
十
四
年
二
月
、
大
阪
朝
日
座
で
初
演
が
あ
り
、

大
好
評
で
大
入
り
で
あ
り
、
『
不
如
帰
』
は
注
目
さ
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
東

京
の
本
郷
座
で
公
演
さ
れ
る
。
明
治
三
十
七
年
東
京
座
、
三
十
八
年
本
郷
座
、

新
富
座
、
競
演
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
長
く
『
己
が
罪
』
『
金
色
夜
文
』
『
明

治
一
代
女
』
等
と
も
に
『
不
如
帰
』
は
新
派
の
十
八
番
と
な
っ
た
。
ま
た
明

治
期
に
は
歌
舞
伎
で
も
講
演
さ
れ
た
」
（
注
九
）
。

こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
、
結
核
文
学
の
鴨
矢
で
あ
る
柳
浪
の
『
残
菊
』
、

虚
花
の
『
不
知
帰
』
以
後
、
肺
結
核
を
扱
う
文
学
作
品
が
、
雨
後
の
替
の
よ

う
に
次
々
と
現
れ
て
い
る
。
福
田
異
人
の
『
結
核
と
い
う
文
化
』
（
注
十
）
に

よ
る
と
、
永
井
荷
風
の
『
新
任
知
事
』
（
明
・
三
十
五
）
、
森
鴎
外
の
『
仮
面
』

（
明
・
四
十
二
）
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
（
明
・
四
十
二
）
、
シ
ュ
ニ
ツ

ツ
ラ

i
の
『
死
』
の
翻
訳
『
み
れ
ん
』
（
明
・
四
十
五
）
、
『
羽
鳥
千
尋
』
（
明
・

四
十
五
）
、
『
高
瀬
舟
』
（
大
・
五
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
張
建
明
の
「
新
感
覚

派
文
学
の
描
い
た
結
核
」
（
注
一
一
）
に
よ
る
と
、
横
光
利
一
の
『
春
は
馬
車

に
乗
っ
て
』
（
大
・
十
五
）
、
『
花
園
の
思
想
』
（
昭
和
・
二
）
、
『
膝
瀧
と
し
た

風
』
、
『
担
ぎ
屋
』
、
『
古
い
女
』
（
昭
・
三
）
、
『
船
』
、
『
園
』
（
大
・
十
四
）
、
川
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端
康
成
の
『
白
い
花
』
（
大
・
十
一
二
）
、
中
河
与
一
の
『
海
に
開
く
窓
』
（
昭
・

一
一
〉
、
十
一
谷
義
三
郎
の
『
白
樺
に
な
る
男
』
（
大
・
十
四
）
、
等
の
作
品
の
中

に
、
肺
結
核
患
者
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
文
学
史
上
に
お
い
て
肺
結
核
を
扱
う
作
品
は
多
い
が
、

田
村
俊
子
の
肺
結
核
を
扱
う
作
品
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
い
っ
た
い
俊
子
の
肺
結
核
を
扱
う
作
品
群
は
ど
の
よ
う
な
意
味
合

い
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
詳
し
く
見
て
み
た
い
。

二
、
明
治
期
の
俊
子
文
学
に
お
け
る
肺
病
死
に
至
る
女
性
た
ち
｜
｜
｜
「
露
分

衣
」
、
「
花
日
記
」
、
「
露
」
、
「
葛
の
下
風
」

『
不
知
帰
』
は
明
治
三
十
六
年
東
京
の
本
郷
座
で
の
初
演
以
来
、
明
治
三

十
七
年
東
京
座
、
三
十
八
年
本
郷
座
、
新
富
座
で
公
演
さ
れ
て
い
る
。
女
優

の
経
験
も
あ
る
俊
子
は
、
小
さ
い
時
か
ら
芝
居
に
親
し
ん
で
い
た
。
俊
子
の

小
説
の
中
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
が
本
郷
座
、
新
富
座
に
芝
居
を
見
に
行
く
シ

ー
ン
が
多
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
五
年
二
月
の
『
演
芸
画
報
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
新
富
座
」
は
、
俊
子
に
よ
る
劇
評
で
あ
る
。
こ
う
し

て
見
る
と
、
俊
子
文
学
に
お
け
る
肺
病
死
の
多
用
は
、
虚
花
の
『
不
如
帰
』

か
ら
な
ん
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
具
体
的
に

作
品
を
見
て
み
た
い
。

俊
子
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
露
分
衣
」
（
明
・
三
十
六
）
、
「
花
日
記
」
（
注
＝

c
、

「
露
」
（
注
一
三
）
、
「
葛
の
下
風
」
（
明
・
三
十
九
）
は
、
専
ら
女
主
人
公
が

肺
結
核
で
死
ぬ
物
語
で
あ
る
。
中
で
も
、
「
露
分
衣
」
と
「
葛
の
下
風
」
の
二

作
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
は
、
慮
花
の
『
不
如
帰
』
に
お
け
る
封
建
的
な
家
制
度

に
苦
し
む
明
治
社
会
の
女
性
た
ち
を
仕
切
備
さ
せ
る
。

「
露
分
衣
」
の
冒
頭
で
は
、

庭
の
桜
、
盛
り
な
り
し
頃
は
病
重
り
に
重
り
て
、
此
世
の
最
期
と
何
事
も
思

ひ
諦
め
は
断
念
な
が
ら
、
風
強
き
夕
べ
、
硝
子
越
し
の
花
の
美
し
さ
も
、
別

れ
の
一
ト
目
か
と
悲
し
く
、
誘
は
て
共
に
と
念
ぜ
し
も
の
を
、
片
手
落
な
る

春
の
山
風
や
、
我
は
浮
き
世
に
残
さ
れ
て
、
蜘
駄
の
糸
よ
り
果
敢
な
き
玉
の

緒
の
、
何
慮
ま
で
も
と
引
き
儲
し
た
る
果
、
弗
と
切
る
＼
折
り
は
計
ら
れ
ね

ど
、
暫
し
と
ば
か
り
繋
が
れ
つ
、
彼
は
空
し
き
遺
骸
と
な
り
た
り
、
と
葉
隠

れ
に
紅
色
残
る
桜
の
梢
見
上
つ
＼
お
君
は
其
慮
に
件
み
ぬ
。
（
注
一
四
）

と
い
う
よ
う
な
、
満
開
の
桜
と
蜘
妹
の
糸
が
山
風
の
吹
く
と
共
に
無
く
な
っ

て
行
く
さ
ま
が
描
写
さ
れ
、
危
篤
状
態
に
陥
っ
て
い
る
お
君
の
命
も
い
つ
か

こ
の
自
然
の
現
象
の
よ
う
に
風
と
共
に
消
え
る
、
つ
ま
り
、
こ
の
世
を
去
る

と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

-28-

柑
反
り
た
る
銀
杏
返
し
、
引
き
詰
め
た
れ
ば
綿
き
面
愈
細
く
な
り
て
、
長
き

艇
毛
の
眼
元
涼
し
く
、
透
き
通
る
迄
に
色
白
き
が
、
唇
の
色
も
薄
け
れ
ば
、

間
狭
く
濃
き
眉
ば
か
り
鮮
や
か
に
、
輩
き
た
る
や
う
な
り
。
（
注
一
五
）

こ
こ
に
は
、
病
に
か
か
っ
た
後
の
お
君
の
青
白
い
顔
と
血
色
の
な
い
唇
と
日

に
日
に
饗
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
君
は
両
親
を
早
く
に
亡
く

し
、
兄
の
正
二
と
小
田
原
に
住
む
伯
父
が
彼
女
の
唯
一
の
肉
親
で
あ
る
。
病

気
療
養
の
為
に
小
田
原
で
過
ご
し
て
い
た
が
、
桜
が
満
開
の
時
に
危
篤
状
態



に
陥
り
、
晩
春
に
死
の
淵
か
ら
よ
う
や
く
恢
復
し
、
根
岸
の
家
に
戻
っ
て
き

た
。
お
君
の
留
守
中
に
、
兄
・
正
二
は
春
江
と
い
う
妻
が
い
な
が
ら
、
女
義

太
夫
語
り
の
蔦
之
助
に
心
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
家
を
よ
く
空
け
、
ま
た
、
金

銭
的
に
も
蔦
之
助
に
貢
い
で
い
る
こ
と
を
お
君
は
女
中
の
お
杉
か
ら
聞
く
。

夫
に
浮
気
さ
れ
た
春
江
の
「
結
ひ
日
を
二
日
程
遅
れ
し
丸
髭
、
崩
壊
れ
し
俸

に
繕
ひ
も
せ
ず
、
自
き
領
筋
に
後
れ
毛
乱
れ
て
、
痩
せ
に
痩
せ
た
る
肩
よ
り

は
お
納
戸
縞
の
お
召
し
の
袷
に
引
き
掛
け
た
る
米
津
の
羽
織
脱
げ
落
ち
ん
ば

か
り
、
乱
次
に
な
れ
る
着
物
の
裾
足
に
纏
は
し
て
立
て
る
」
と
い
う
饗
れ
た

姿
を
見
た
お
君
は
、
兄
嫁
・
春
江
の
心
の
痛
み
に
同
情
す
る
。

両
国
に
住
む
春
江
の
母
親
・
お
峯
は
、
娘
の
饗
れ
た
姿
を
見
て
、
彼
女
に

離
縁
を
勧
め
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
春
江
は
、
「
如
何
程
嫌
は
れ
て
も
、
疎
ま

れ
で
も
、
打
た
れ
て
も
、
叩
か
れ
て
も
、
正
二
の
傍
に
居
度
い
と
思
ふ
真
情

の
、
い
つ
か
は
通
ぜ
す
に
有
ま
せ
う
や
、
一
生
嫌
は
れ
通
し
た
と
て
、
し
が

な
い
境
遇
に
落
ち
果
て
ま
し
た
と
て
、
世
を
終
る
ま
で
、
共
に
さ
へ
棲
む
事

の
出
来
ま
す
る
な
ら
、
其
で
満
足
と
思
ふ
て
居
ま
す
を
、
私
を
不
慨
と
お
思

ひ
成
さ
る
な
ら
打
捨
て
置
い
て
下
さ
れ
、
離
縁
の
話
な
ぞ
弗
と
も
云
ひ
出
し

て
下
さ
る
な
」
と
い
う
決
意
を
母
親
・
お
峯
に
告
げ
る
。
そ
し
て
、
お
峯
の

「
表
面
は
お
治
り
か
知
ら
ぬ
が
此
後
共
棲
屋
根
の
中
に
住
ふ
や
う
で
は
弱
い

そ
な
た
の
身
に
何
時
停
染
ら
ぬ
と
も
限
ら
ず
」
と
い
う
忠
告
に
対
し
て
も
、

春
江
は
、
正
二
の
妹
な
ら
ば
自
分
の
妹
も
同
様
で
あ
り
、
お
君
の
病
が
伝
染

し
た
と
し
て
も
本
望
だ
と
言
い
放
つ
。

春
江
が
い
く
ら
断
固
と
し
て
根
岸
の
家
に
残
っ
て
も
、
母
親
・
お
峯
は
決

心
が
堅
く
、
娘
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
を
決
め
る
。

一
旦
体
調
が
恢
復
し
た
お
君
で
あ
っ
た
が
、
兄
嫁
・
春
江
が
連
れ
ら
れ
て

帰
る
と
い
う
事
を
闘
い
て
、
ま
た
発
病
し
て
し
ま
う
。
「
疲
れ
た
る
身
を
烈
し

く
立
振
舞
た
る
に
、
息
切
み
て
胸
に
打
つ
波
高
く
苦
し
き
を
、
堪
え
兼
ね
て

か
手
に
押
へ
」
な
が
ら
も
、
お
君
は
、
重
病
の
身
を
引
き
ず
っ
て
、
兄
の
い

る
蔦
之
助
の
家
に
訪
ね
て
い
く
。

お
君
は
、
春
江
の
夫
の
浮
気
を
黙
認
す
る
心
情
を
兄
に
伝
え
、
自
分
の
重

病
に
免
じ
て
、
根
岸
の
家
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る
。
妹
の
病
を
考
え
、

正
二
は
一
度
帰
る
こ
と
を
決
め
る
。
お
君
よ
り
先
に
家
に
帰
っ
た
正
二
は
、

春
江
と
大
喧
嘩
す
る
。
離
縁
す
る
と
決
意
す
る
正
二
に
、
春
江
は
（
実
家
に
）

「
戻
り
ま
す
る
」
と
言
う
。
し
ば
ら
く
言
葉
無
く
、
物
音
静
か
で
庭
の
虫
の

音
も
聞
こ
え
る
時
、
パ
タ
と
倒
れ
た
音
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
正
二
が
驚
い
て

お
君
だ
っ
た
。

見
返
れ
ば
、

血
汐
冷
え
尽
し
た
る
か
と
思
は
る
＼
様
な
る
顔
色
、
パ
ッ
チ
リ
と
見
張
り
た

る
自
に
据
り
た
る
降
、
凄
ま
じ
き
姿
に
立
ち
た
る
お
君
の
、
一
文
字
に
結
び

た
る
唇
開
く
か
。
と
見
る
聞
に
ハ
タ
リ
と
其
慮
に
倒
れ
ぬ
、
裾
の
漫
り
よ
り

異
自
の
足
の
爪
先
ま
で
移
し
う
泥
に
塗
れ
た
り
。
（
注
一
六
）
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意
識
が
戻
っ
た
お
君
は
、
「
姉
様
、
姉
様
」
と
カ
な
く
繰
り
返
し
、
「
私
が

亡
く
な
ら
ば
跡
に
は
骨
肉
の
人
と
云
ふ
者
は
小
田
原
の
伯
父
様
ば
か
り
、
他

に
は
縁
者
も
な
き
兄
様
の
、
今
度
の
事
に
愛
想
尽
か
さ
ず
、
今
迄
に
も
増
し

て
仲
好
く
し
て
下
さ
れ
、
悉
皆
と
迷
ひ
も
覚
め
、
御
後
悔
な
さ
れ
た
の
な
れ

ば
、
辛
く
せ
し
事
は
水
に
流
し
て
、
何
も
恨
ん
で
下
さ
る
な
」
と
言
う
。
そ

れ
に
は
答
え
ず
、
泣
い
て
い
る
春
江
に
、
お
君
は
最
後
に
「
何
も
寿
命
で
御

坐
ん
す
を
、
諦
め
て
も
う
お
泣
き
な
さ
る
な
、
そ
の
や
う
に
嘆
い
て
若
し
ゃ



煩
ひ
で
も
な
さ
れ
た
ら
悪
い
」
と
力
な
く
言
っ
て
窪
ん
で
い
る
眼
を
閉
じ
る
。

「
露
分
衣
」
に
お
い
て
は
、
お
君
の
病
状
が
兄
夫
婦
の
関
係
の
如
く
悪
化

し
て
行
き
、
最
後
に
死
を
迎
え
る
と
い
う
構
造
が
窺
え
る
。
小
説
の
終
盤
で

は
、
「
一
葉
散
り
た
る
楓
に
霜
置
き
初
め
て
、
果
敢
な
き
露
を
命
に
、
暫
し
浮

世
の
秋
に
生
存
へ
し
虫
の
音
、
泣
き
尽
く
し
て
次
第
々
々
に
弱
り
も
て
行
く
」

と
い
う
自
然
現
象
が
描
か
れ
て
い
る
。
初
霜
が
降
り
る
と
、
露
の
命
が
終
り
、

秋
に
は
元
気
で
鳴
い
て
い
た
虫
の
音
も
次
第
に
弱
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の
描

写
は
、
お
君
の
命
の
終
り
を
示
唆
し
、
冒
頭
の
自
然
現
象
の
描
写
と
呼
応
す

る。
風
と
共
に
落
ち
た
桜
、
風
と
共
に
崩
れ
た
蜘
株
の
糸
、
肺
病
に
奪
わ
れ
た

お
君
の
命
、
兄
夫
婦
の
結
婚
の
破
綻
、
晩
秋
が
来
る
と
共
に
凍
っ
た
露
（
霜

に
な
る
）
、
鳴
き
声
の
次
第
に
弱
く
な
っ
て
き
た
虫
等
は
感
傷
的
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
露
分
衣
」
は
「
死
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
に
溢
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

「
露
分
衣
」
の
お
君
は
、
幼
い
頃
両
親
を
失
く
し
、
兄
の
正
二
が
父
親
の

よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
兄
嫁
の
春
江
が
母
親
の
存
在
で
あ
る
。
肺
の
病
に
か

か
っ
た
お
君
は
、
兄
が
終
日
家
に
い
な
い
た
め
、
母
親
の
よ
う
な
兄
嫁
に
世

話
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
肺
病
の
伝
染
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
兄
嫁
の
母
・

お
峯
は
、
お
君
の
唯
一
の
母
親
の
よ
う
な
存
在
の
兄
嫁
を
連
れ
て
行
く
。
『
不

知
帰
』
の
浪
子
も
、
幼
い
頃
実
母
を
失
い
、
継
母
に
虐
待
さ
れ
、
嫁
い
で
は

姑
に
い
び
ら
れ
、
や
っ
と
手
に
入
れ
た
武
男
と
の
幸
福
も
は
か
な
く
、
胸
を

病
ん
だ
だ
け
で
離
縁
さ
れ
る
。
「
露
分
衣
」
の
お
君
と
『
不
如
帰
』
の
浪
子
は
、

同
じ
く
不
幸
の
肺
病
に
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
封
建
的
な
家
制
度
が
根
本
的

な
障
害
と
な
っ
て
、
ひ
と
た
び
は
手
に
入
れ
た
家
族
愛
や
夫
婦
愛
を
喪
失
す

る
の
で
あ
る
。

死
の
瀬
戸
際
に
い
る
蒼
白
の
美
女
を
不
安
そ
う
に
看
護
す
る
母
親
、
姉
妹
、

娘
、
優
し
い
友
人
と
い
っ
た
書
き
割
り
は
、
例
え
ば
十
九
世
紀
後
半
の
西
洋

の
絵
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ル
イ
・
リ
デ
ル
に
よ
る
一
九

0
0年
の
サ
ロ
ン
へ
の
出
品
作
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
典
型
的
な
例
で
あ
る

（
注
一
七
）
。
「
最
後
の
花
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
作
品
（
画
一
）
は
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
服
を
身
に
ま
と
っ
た
末
期
的
な
肺
病
患
者
の
若
い
女
性
が
、
元
気

づ
け
て
く
れ
る
親
友
の
一
屑
に
、
精
根
尽
き
果
て
て
も
た
れ
掛
か
る
姿
を
描
い

て
い
る
。
「
最
後
の
花
」
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ム
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
は
次
の
よ
う

に
解
釈
を
施
し
て
い
る
。

親
友
の
力
強
く
健
康
な
存
在
感
は
、
そ
の
連
れ
合
い
の
救
い
よ
う
の
な
い

無
力
感
と
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
健
療
の
女
性
は
、
明
ら
か
に
、
友

人
を
湖
へ
の
最
後
の
遠
出
に
連
れ
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
は
、
二
人
が
か

つ
て
、
奥
ま
っ
た
岸
辺
に
沿
っ
て
あ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
ボ

l
ト
を
浮
か
べ
て
は
、

花
を
摘
み
、
親
友
同
士
の
当
た
り
障
り
の
な
い
秘
密
を
打
ち
明
け
合
っ
た
場

所
だ
っ
た
の
だ
。
も
う
一
度
、
ま
る
で
時
間
の
経
過
と
自
然
の
も
た
ら
す
荒

廃
を
拒
も
う
と
で
も
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
人
は
過
去
へ
遡
っ
て
お
気
に
入

り
の
場
所
へ
足
を
向
け
た
の
だ
が
、
宿
命
で
定
め
ら
れ
て
い
た
と
お
り
に
、

運
命
が
二
人
に
突
然
襲
い
か
か
っ
た
。
そ
の
と
き
捕
ま
れ
る
花
の
な
か
に
は
、

こ
の
最
後
の
花
の
な
か
に
は
、
花
の
よ
う
な
女
性

l
lす
な
わ
ち
女
性
の
手

の
な
か
に
あ
る
花
が
湖
の
静
か
な
水
の
な
か
へ
間
違
い
な
く
落
ち
て
ゆ
く
の

と
同
様
、
時
の
流
れ
の
な
か
に
は
確
実
に
落
ち
て
ゆ
く
女
性

l
lの
命
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
注
一
八
）
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ブ
ラ
ム
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
は
「
リ
デ
ル
の
絵
は
印
象
的
で
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
紛
れ
も
な
く
感
動
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
る
が
、
世
紀
末
に
お
け
る
他

の
類
似
作
品
と
同
じ
く
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
、
お
決
ま
り
の
、
「
自
然
な
」
と
さ

え
言
っ
て
よ
い
病
人
と
し
て
の
女
性
と
い
う
概
念
を
利
用
し
、
そ
れ
に
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
味
付
け
を
し
た
も
の
で
あ
る
」
（
注
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

明
治
期
に
書
か
れ
た
「
露
分
衣
」
に
も
、
青
白
い
顔
、
血
色
の
な
い
唇
の

お
君
が
、
最
期
を
迎
え
る
時
に
、
臥
床
に
寝
そ
べ
り
、
夜
着
の
袖
に
身
を
な

げ
伏
し
て
泣
い
て
い
る
兄
嫁
・
春
江
に
姉
様
、
姉
様
と
力
な
く
言
い
、
泣
か

な
い
で
下
さ
い
と
力
な
く
窪
ん
だ
眼
を
閉
じ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
シ
！
ン

は
ブ
ラ
ム
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
の
解
釈
し
て
い
る
「
最
後
の
花
」
と
類
似
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
桜
の
花
、
蜘
株
の
糸
、
露
、
晩
秋
の
虫

等
の
運
命
は
大
自
然
の
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
終
る
と
同
様
に
、
お
君
の
命

も
時
の
流
れ
の
な
か
に
落
ち
て
ゆ
く
。
リ
デ
ル
の
絵
の
中
の
落
下
す
る
花
と

同
じ
く
、
「
死
」
が
自
然
の
景
物
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
女
性
随
筆
家
、
ア
パ
・
グ
l
ル
ド
・
ウ
ル
ソ
ン
の
『
ア
メ
リ

カ
社
会
に
お
け
る
女
性
』
（
一
八
七
三
）
に
よ
れ
ば
、
病
弱
な
女
性
は
、
有
閑

階
級
の
女
性
の
間
で
崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
注
二

O
）
。
ま
た
、

ウ
ル
ソ
ン
は
、
「
多
く
の
女
性
が
、
肺
病
を
思
わ
せ
る
女
性
の
顔
つ
き
は
、
聖

人
の
よ
う
な
気
質
を
宿
し
て
い
る
証
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
、
断
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肺
病
病
み
の
よ
う
な
貞
淑
な
顔
つ
き
を

ま
と
い
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
は
至
る
所
で
、
様
々
な
形
の
「
緩
慢

な
自
殺
」
の
趣
味
を
習
得
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
二
一
）
。
ウ
ル
ソ
ン
の

指
摘
に
よ
る
と
、
十
九
世
紀
半
ば
頃
、
「
肺
病
的
な
崇
高
さ
」
は
、
「
未
発
達

な
体
と
、
青
白
く
締
ま
り
の
な
い
顔
を
し
た
、
物
憂
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

流
行
の
タ
イ
プ
の
貴
婦
人
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
更
に
、
ウ

ル
ソ
ン
は
、
「
死
は
、
女
性
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
奉
仕
す
る
対
象
で
あ
る
男
性

に
我
身
を
捧
げ
る
窮
極
の
犠
牲
的
行
為
と
な
っ
た
。
気
高
い
奴
隷
状
態
と
い

う
こ
の
最
後
の
身
振
り
を
男
性
に
対
し
て
示
さ
な
い
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で

は
、
不
服
従
の
、
「
片
意
地
」
の
行
為
で
あ
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
注

二
二
）
。
ウ
ル
ソ
ン
の
考
え
方
を
俊
子
の
作
品
の
解
釈
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
家
父
長
制
、
家
制
度
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
「
露
分
衣
」

の
お
君
の
「
死
」
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
奉
仕
す
る
対
象
で
あ
る
男
性
に
我

身
を
捧
げ
る
窮
極
の
犠
牲
的
行
為
を
体
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
な
い
こ
と

も
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
て
言
う
と
、
「
蕗
分
衣
」
で
は
、
「
死
」
の
モ
チ
ー
フ
の
設
定
に
よ

っ
て
、
明
治
社
会
に
お
け
る
、
ひ
た
す
ら
男
性
に
服
従
す
る
し
か
な
い
女
性

の
運
命
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
逆
説

的
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
犠
牲
的
行
為
が
、
こ
れ
ら
の
不
幸
な
女
性
た
ち
に

と
っ
て
、
『
不
如
帰
』
の
浪
子
の
よ
う
に
、
「
死
は
貨
に
唯
一
の
活
路
な
り
け
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り
」
な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
肺
病
死
」
と
い
う
行
為
で
、
若
い
命
を
夫
に
捧
げ
た
女
性
た
ち
の

代
表
者
の
一
人
は
「
葛
の
下
風
」
の
芳
美
で
あ
る
。

芳
美
は
浅
香
家
の
養
女
で
、
養
父
は
東
京
府
庁
の
属
吏
で
あ
り
、
養
母
は

高
利
貸
し
を
内
職
に
し
、
彼
ら
の
願
望
は
芳
美
を
玉
の
輿
に
の
せ
る
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
財
産
家
で
あ
る
保
江
と
の
縁
談
は
祝
福
さ
れ
る
。
芳
美
は
幸
せ

な
結
婚
生
活
を
送
っ
て
い
る
が
、
前
妻
の
子
・
小
枝
が
自
分
に
な
つ
か
な
い

こ
と
が
心
配
の
種
で
あ
る
。
一
方
、
保
江
の
姉
で
未
婚
の
ゆ
か
こ
は
小
枝
の



母
で
あ
る
保
江
の
前
妻
・
直
子
が
、
子
供
と
別
れ
た
悲
し
み
の
余
り
衰
弱
し
、

危
篤
状
態
に
陥
っ
て
い
る
病
床
に
芳
美
を
連
れ
て
行
く
。
芳
美
は
自
分
の
幸

せ
は
、
直
子
の
不
幸
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
直
子
が
小
演

家
に
戻
る
こ
と
を
願
い
、
自
分
は
実
家
に
帰
る
。

賞
に
も
芳
美
は
、
既
病
め
る
人
の
や
う
に
て
、
今
日
一
と
日
の
苦
悩
に
面
は

饗
れ
眼
は
落
ち
て
、
蒼
き
頬
を
ば
伝
ひ
て
も
拭
は
ぬ
涙
の
痕
、
白
う
輝
き
て

凄
く
、
丸
髭
の
恰
好
美
し
け
れ
ば
こ
そ
。
濡
れ
し
衣
服
の
、
薄
き
を
透
し
て

唯
し
め
や
か
に
、
身
内
わ
な
わ
な
と
震
え
る
な
り
。

其
の
夜
よ
り
芳
美
は
熱
烈
し
く
授
で
＼
明
日
は
臥
床
に
枕
も
上
ら
ざ
り
き
。

（
中
略
）
別
れ
な
ば
こ
の
後
の
寂
し
さ
は
如
何
あ
る
べ
き
な
ど
云
ふ
其
れ
は

明
か
し
て
も
見
度
き
思
ひ
の
み
迫
り
来
て
、
胸
の
切
な
さ
、
熟
睡
ま
ぬ
昨
夜

よ
り
の
身
の
病
ひ
の
苦
し
さ
に
、
芳
美
は
疲
れ
果
て
し
身
を
悶
掻
き
て
自
ら

掻
い
抱
き
し
が
、
名
残
な
く
晴
れ
渡
り
し
夕
空
の
、
珊
瑚
樹
の
高
き
を
染
め

し
強
き
夕
陽
に
涙
枯
れ
た
る
眼
を
き
ら
り
と
射
ら
れ
て
、

「あ、」

と
小
さ
う
叫
び
し
と
思
ふ
程
も
な
く
、
舷
き
た
る
身
は
坪
も
な
く
保
江
の
膝

に
件
れ
か
＼
り
て
、
一
と
し
き
り
、
物
に
堪
ふ
る
力
失
せ
た
る
心
の
魂
、
そ

の
偉
消
え
て
、
絶
え
入
り
て
、
芳
美
は
果
敢
な
く
眼
を
膜
ぢ
つ
。
（
注
二
三
）

実
家
に
帰
っ
た
芳
美
は
、
泣
き
に
泣
い
て
、
饗
れ
た
顔
に
眼
も
窪
ん
で
い
る
。

彼
女
は
、
苦
し
み
の
あ
げ
く
病
気
（
肺
病
）
に
か
か
り
、
命
ま
で
を
失
っ
て

し
ま
う
。

養
女
と
し
て
の
芳
美
は
、
封
建
的
な
家
制
度
に
従
い
、
養
父
母
の
望
ん
だ

通
り
に
、
財
産
家
で
あ
る
保
江
と
結
婚
し
て
幸
福
な
婚
姻
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
財
産
家
の
家
に
嫁
い
だ
芳
美
は
、
夫
の
前
妻
の
子
に
親
し
ま

れ
ず
、
夫
の
姉
に
嫌
わ
れ
、
自
分
の
幸
福
が
他
人
の
不
幸
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
芳
美
は
、
夫
と
相
思
相
愛
で
あ
っ
て
も
、
周

囲
の
人
間
と
の
仲
が
気
に
な
り
、
苦
し
ん
で
い
る
。
愛
す
る
夫
と
一
緒
に
居

ら
れ
な
い
女
性
・
芳
美
に
と
っ
て
、
「
死
」
と
い
う
犠
牲
的
な
行
為
は
彼
女
の

唯
一
の
「
活
路
」
と
い
え
よ
う
。
物
語
の
展
開
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
も
の

に
重
き
を
置
い
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
封
建
的
な
家
制
度
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
女
性
た
ち
、
即
ち
『
不
知
帰
』
の
浪
子
、
「
露
分
衣
」
の
お
君
、
「
葛
の

下
風
」
の
芳
美
は
、
女
性
の
社
会
的
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
明
治
社
会

に
お
い
て
現
実
の
事
態
の
打
開
が
不
可
能
と
な
っ
た
時
に
、
肺
病
死
と
い
う

運
命
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
一
種
の
救
済
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
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三
、
大
正
期
の
俊
子
文
学
に
お
け
る
「
肺
病
死
」
に
遭
遇
す
る
女
性
た
ち
i

ー
「
暗
い
空
」
、
「
命
」

大
正
時
代
の
俊
子
の
小
説
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
「
死
」
の
運
命
に

遭
遇
す
る
人
物
が
描
か
れ
る
が
、
小
説
に
お
け
る
「
死
」
の
意
味
合
い
は
明

治
時
代
の
俊
子
の
小
説
に
お
け
る
場
合
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

大
正
三
年
四
月
か
ら
同
年
の
八
月
ま
で
『
読
売
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
長

編
小
説
「
暗
い
空
」
は
、
文
学
の
道
で
生
き
通
し
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て

い
る
女
主
人
公
・
栄
が
、
貧
窮
し
た
家
族
を
支
え
て
い
く
過
程
で
、
夢
と
現

実
の
狭
間
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
行
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
俊
子
の
出
世
作



「
あ
き
ら
め
」
と
同
様
、
「
暗
い
空
」
で
は
、
様
々
な
女
性
の
生
き
方
が
描
か

れ
て
い
る
。
主
人
公
・
栄
の
妹
の
咲
子
は
、
封
建
的
な
家
制
度
の
も
と
で
の

伝
統
的
な
女
性
の
生
き
方
に
甘
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、
看
護
婦
の
仕
事
に
従

事
し
て
社
会
に
関
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

咲
子
は
狂
人
の
看
護
婦
に
な
っ
て
一
生
を
終
り
た
い
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
初

め
て
か
ら
看
護
婦
志
願
を
云
ひ
出
し
た
が
そ
れ
は
姉
に
遮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
次
に
は
、
盲
目
や
唖
の
教
育
を
専
門
に
研
究
し
て
見
た
い
と
云
ふ
目
的

を
持
っ
た
り
、
貧
困
な
子
供
の
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
を
理
想
に
し
て
見
た

り
、
其
れ
に
は
も
っ
と
確
賓
な
教
義
を
自
身
の
知
識
に
奥
へ
る
必
要
の
為
に

宗
教
の
学
校
に
入
っ
て
見
ゃ
う
と
し
た
り
し
た
。
咲
子
に
は
社
会
の
犠
牲
に

な
っ
て
生
涯
を
働
く
こ
と
が
、
人
間
の
い
ち
ば
ん
美
し
い
仕
事
だ
と
考
へ
ら

れ
た
。
自
分
の
生
活
は
そ
れ
よ
り
他
に
な
い
と
咲
子
は
固
く
決
心
し
て
ゐ
た
。

（
注
二
四
）

将
来
は
世
の
中
の
障
碍
者
た
ち
に
身
を
捧
げ
よ
う
と
し
て
い
た
咲
子
で
あ
る

が
、
姉
の
栄
の
薦
め
に
従
い
、
音
楽
学
校
の
師
範
科
に
入
る
。
咲
子
は
、
音

楽
学
校
を
出
て
、
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
て
家
庭
教
師
を
す
る
。
十
三
歳
の
女

の
子
は
、
か
つ
て
庭
の
泉
水
に
落
ち
て
白
痴
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
音
楽

の
才
分
は
ま
だ
消
え
て
い
な
い
。
そ
の
子
の
家
庭
教
師
に
な
っ
た
咲
子
は
、

「
殆
ど
理
想
の
世
界
に
突
き
嘗
っ
た
や
う
な
歎
び
に
興
奮
し
た
。
職
業
の
性

質
か
ら
云
っ
て
も
小
学
校
の
唱
歌
の
教
師
な
ど
よ
り
は
、
ど
ん
な
に
高
尚
で
、

ど
ん
な
に
献
身
的
で
、
ど
ん
な
に
精
神
的
だ
か
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
私
の

一
生
の
力
で
そ
の
子
に
立
派
な
音
楽
の
才
能
を
発
揮
さ
せ
て
や
り
た
い
」
と

考
え
て
い
る
。

い
よ
い
よ
自
分
の
思
っ
た
通
り
に
理
想
を
叶
え
よ
う
と
し
て
い
た
咲
子
は
、

家
庭
教
師
を
始
め
る
と
ま
も
な
く
、
も
と
も
と
弱
い
体
が
肺
病
に
か
か
る
。

咲
子
の
母
は
三
十
四
歳
の
後
厄
で
肺
炎
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

同
じ
不
幸
が
、
一
生
献
身
的
に
世
の
中
に
貢
献
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
若
い

咲
子
の
身
を
訪
れ
る
。
家
に
帰
っ
て
き
た
咲
子
の
病
気
は
ま
す
ま
す
重
く
な

る。妹
は
青
い
顔
を
し
て
ゐ
た
。
頬
の
肉
の
落
ち
た
顔
に
、
薄
く
つ
け
た
白
粉
が

気
味
悪
く
骨
立
っ
た
顔
面
に
微
弱
れ
て
、
窪
ん
だ
験
の
う
え
か
ら
、
衰
弱
し

た
身
鰹
の
す
べ
て
の
力
を
支
へ
て
ゐ
る
眼
が
大
き
く
ぽ
か
ん
と
光
っ
て
ゐ
た
。

（
中
略
）
妹
は
薄
く
白
眼
を
見
せ
て
、
唇
を
僅
か
に
開
け
て
、
そ
こ
か
ら
時
々

困
難
な
呼
吸
を
漏
ら
し
て
ゐ
た
。
（
注
二
五
）
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咲
子
の
死
人
の
よ
う
な
様
子
か
ら
、
死
の
間
近
い
こ
と
を
予
測
し
た
栄
は
、

「
も
う
こ
れ
限
り
で
、
妹
と
は
永
久
に
言
葉
を
交
は
す
折
が
失
く
な
っ
て
ゆ

く
や
う
な
、
悲
し
い
運
命
が
目
前
に
迫
っ
て
思
は
れ
た
。
自
分
に
は
た
っ
た

一
人
の
妹
な
の
で
あ
る
。
こ
の
全
世
界
に
生
れ
出
る
無
限
無
数
な
人
間
の
霊

魂
の
中
か
ら
、
こ
の
二
人
だ
け
が
、
一
と
つ
赤
い
糸
に
つ
な
が
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
」
と
考
え
る
。

デ
ビ
ュ
ー
前
の
俊
子
も
ま
た
、
妹
・
茂
子
が
肺
病
で
夫
折
す
る
と
い
う
不

幸
に
遭
遇
し
た
。
妹
に
つ
い
て
俊
子
は
次
の
よ
う
に
追
憶
し
て
い
る
。

長
ら
く
病
床
に
あ
り
し
妹
は
遂
に
先
月
二
十
二
日
の
夜
半
こ
の
世
を
去
り
申



候
日
数
経
る
程
夢
よ
り
覚
め
し
や
う
に
て
た
し
か
に
冷
や
た
る
頬
も
撫
で
た

り
、
棺
へ
お
さ
む
る
時
饗
り
果
て
た
る
面
も
見
た
り
、
煙
り
と
な
り
て
残
り

た
る
哀
れ
の
姿
も
見
た
る
こ
と
、
幾
度
思
ひ
返
し
恩
ひ
直
す
に
て
候
へ
ど
、

い
か
に
し
て
も
失
せ
た
り
と
は
思
は
れ
ず
今
に
も
何
慮
よ
り
か
締
り
来
る
や

う
に
思
は
れ
候
。

兎
て
も
角
て
も
短
命
に
生
れ
出
で
し
も
の
な
れ
ば
一
昨
年
の
春
よ
り
け
ふ
ま

で
二
年
余
り
漸
う
生
存
へ
し
を
せ
め
て
の
心
や
り
に
し
て
思
あ
き
ら
め
よ
と

人
々
は
伸
候
へ
ど
、
始
め
よ
り
短
命
と
定
ま
り
で
あ
り
し
も
の
な
ら
ば
何
故

に
人
の
子
、
人
の
妹
と
な
り
て
一
時
な
り
と
も
こ
の
世
に
は
出
で
来
し
と
口

惜
し
く
、
世
に
は
数
多
き
兄
弟
持
て
る
人
の
一
人
も
敏
く
る
事
な
く
て
終
る

も
候
ふ
に
い
か
な
る
罪
あ
り
と
て
か
撰
り
に
選
り
て
唯
二
人
の
姉
妹
の
う
ち

片
々
を
奪
ひ
ゆ
き
し
に
や
と
恨
め
し
く
、
ま
し
て
あ
の
や
う
な
る
少
さ
き
も

の
を
と
情
け
な
く
も
思
は
れ
候
、
人
世
な
ど
て
さ
ら
ぬ
別
れ
の
さ
だ
め
あ
る

に
て
候
ふ
に
や
、
唯
何
事
も
果
敢
な
く
候
、
母
と
二
人
し
て
記
念
の
品
を
集

め
候
ふ
時
、
拙
者
と
て
そ
し
り
た
る
習
字
の
清
書
、
織
な
と
残
り
た
る
を
今

見
れ
ば
誰
よ
り
も
勝
れ
て
書
な
れ
し
や
う
に
思
は
れ
て
賞
め
て
や
ら
ざ
り
し

が
口
惜
し
く
、
挿
し
古
し
た
る
替
に
も
一
度
も
響
さ
で
り
し
花
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
哀
れ
こ
も
り
で
限
り
な
き
悲
し
さ
を
覚
え
候
ひ
き
、
父
も
母
も
誰
も

ま
だ
踏
み
見
ぬ
冥
路
へ
何
故
一
人
し
て
旅
立
ち
し
か
と
愚
痴
な
が
ら
そ
れ
の

み
繰
り
返
さ
れ
候
。
（
注
二
六
）

こ
こ
に
は
、
妹
・
茂
子
の
短
命
に
対
す
る
嘆
き
、
誰
よ
り
も
勝
れ
て
い
た
習

字
の
清
書
や
一
度
も
使
っ
た
こ
と
の
な
い
替
を
整
理
す
る
時
の
哀
惜
の
心
情

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
無
念
の
思
い
は
「
暗
い
空
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
栄

の
妹
・
咲
子
に
対
す
る
思
い
と
重
な
る
よ
う
で
あ
る
。
二
人
は
い
ず
れ
も
、

肺
病
に
よ
り
、
「
死
」
の
運
命
に
遭
遇
す
る
。

咲
子
が
肺
病
に
な
っ
た
時
に
、
か
つ
て
母
の
死
後
、
台
湾
へ
事
業
を
起
こ

し
に
出
か
け
て
い
た
父
が
日
本
に
帰
っ
て
く
る
。
咲
子
は
短
い
間
で
は
あ
る

が
、
酒
癖
悪
い
父
か
ら
愛
情
を
受
け
る
。
し
か
し
、
我
が
ま
ま
の
父
は
、
娘

の
病
気
を
考
え
ず
、
一
言
も
残
さ
ず
に
、
台
湾
に
残
し
て
き
た
新
た
な
妻
子

の
元
に
帰
っ
て
行
く
。
哀
れ
な
咲
子
は
、
自
分
の
命
の
最
期
を
迎
え
る
時
に
、

も
う
一
度
父
に
会
い
た
い
と
い
う
願
望
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

伯
母
は
咲
子
の
こ
と
を
「
生
き
な
が
ら
の
骸
骨
」
と
思
っ
て
お
り
、
「
こ
の
家

の
空
気
の
な
か
に
五
分
間
で
も
身
体
を
浸
し
て
お
く
こ
と
が
厭
だ
か
ら
、
非

常
な
事
の
起
っ
て
こ
な
い
限
り
は
お
前
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
は
足
を
入
れ
た
く

な
い
。
そ
の
代
り
ど
ん
な
事
で
も
云
っ
て
よ
こ
せ
ば
直
ぐ
に
膝
じ
て
上
げ
る
」

と
い
う
伯
母
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
だ
咲
子
は
伯
母
に
会
う
こ
と
も
断
念
し
て

し
ま
う
（
注
二
七
）
。

「
暗
い
空
」
の
咲
子
は
、
「
露
分
衣
」
の
お
君
、
「
葛
の
下
風
」
の
芳
美
と

同
じ
よ
う
に
、
肺
病
に
よ
り
、
死
の
運
命
に
遭
遇
す
る
。
し
か
し
、
お
嬢
様

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
お
君
や
玉
の
輿
に
乗
る
芳
美
と
異
な
り
、
咲
子
の

場
合
は
、
何
ら
か
の
形
で
み
ず
か
ら
社
会
に
関
与
し
た
い
と
い
う
理
想
を
持

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
明
治
の
女
性
よ
り
、
大
正
の
女
性
の
方
が
一
般
的

に
、
社
会
に
出
て
働
く
と
い
う
形
で
自
分
の
主
張
を
表
現
す
る
傾
向
が
強
く

な
っ
た
と
い
う
現
実
の
反
映
が
窺
え
る
（
注
二
八
）
。

「
露
分
衣
」
や
「
葛
の
下
風
」
と
異
な
り
、
「
暗
い
空
」
に
お
い
て
物
語
の

前
面
に
出
て
く
る
の
は
、
「
死
」
で
は
な
く
、
妹
の
死
後
の
悲
し
み
ゃ
苦
し
み

を
乗
り
越
え
て
自
分
の
未
来
の
幸
福
を
予
感
し
て
い
る
ヒ
ロ
イ
ン
・
栄
の
描
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写
で
あ
る
。
俊
子
の
明
治
時
代
の
作
品
に
お
い
て
、
「
死
」
は
ヒ
ロ
イ
ン
を
支

配
す
る
存
在
と
し
て
物
語
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
「
暗
い
空
」

に
お
い
て
も
、
封
建
的
な
家
制
度
の
も
と
で
の
伝
統
的
な
女
性
の
生
き
方
を

拒
否
し
て
職
業
に
就
こ
う
と
し
た
妹
・
咲
子
は
確
か
に
死
ん
で
し
ま
う
の
で

あ
る
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
姉
・
栄
が
妹
の
死
に
よ
る
悲
し
み
を
克
服
す
る

さ
ま
が
描
写
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
終
る
わ
け
で

は
な
く
、
死
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
小
説

内
世
界
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

封
建
的
な
家
制
度
に
対
す
る
反
抗
は
、
「
暗
い
空
」
の
咲
子
よ
り
、
「
命
」

の
美
江
に
お
い
て
、
さ
ら
に
大
胆
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

大
正
四
年
一
月
の
『
婦
人
画
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
二
人
の
世
界
」
は
、

十
八
歳
の
娘
・
美
江
が
、
恋
と
、
恩
義
あ
る
親
族
の
薦
め
に
よ
っ
て
持
ち
上

が
っ
た
縁
談
と
の
板
挟
み
に
悩
む
様
を
描
い
た
短
編
で
あ
る
。
父
親
を
亡
く

し
、
祖
母
や
伯
父
夫
婦
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
母
親
の
手
で
育
て
ら
れ
た

長
女
・
美
江
は
婿
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
美
江
に
は
「
何
処
に
行
っ

て
£
も
二
人
だ
け
の
世
界
を
作
る
」
と
約
束
を
し
た
恋
人
が
い
た
が
、
見
合

い
を
薦
め
ら
れ
る
。
縁
組
み
を
迫
る
母
親
に
美
江
が
従
順
そ
う
に
応
答
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
物
語
は
終
っ
て
い
る
。
こ
の
「
二
人
の
世
界
」
の
続
編
と
し

て
、
同
年
五
月
の
『
婦
人
画
報
』
に
発
表
さ
れ
た
「
命
」
は
、
美
江
が
母
親

や
親
族
の
意
に
反
し
て
出
奔
し
、
恋
人
・
保
衛
の
別
荘
に
、
恋
人
と
と
も
に

隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

保
衛
と
生
活
を
送
っ
て
い
る
美
江
を
、
あ
る
日
、
美
江
の
母
親
が
訪
れ
る
。

母
親
の
「
直
ぐ
に
私
と
一
所
に
お
蹄
り
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
美
江
は
、

「
私
は
死
ん
で
も
｜
｜
死
ん
で
も
家
へ
は
婦
ら
れ
な
い
ん
で
す
」
と
言
っ
て

反
抗
す
る
。
世
話
に
な
っ
た
親
戚
へ
の
思
返
し
の
た
め
に
、
母
親
が
手
配
し

た
縁
組
み
に
対
し
、
美
江
は
、
恋
人
と
出
奔
す
る
方
式
で
反
抗
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
美
江
は
、
封
建
的
な
家
制
度
に
対
し
て
、
実
際
の
行
動
で
対
抗

し
て
い
る
と
い
え
る
。

美
江
は
、
母
親
の
泣
き
落
と
し
に
あ
っ
て
仕
方
な
く
帰
宅
し
た
が
、
死
病

の
床
に
就
い
て
衰
弱
し
な
が
ら
も
、
恋
人
へ
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
縁
談

の
相
手
と
結
婚
す
れ
ば
そ
の
相
手
を
も
欺
く
こ
と
に
な
る
と
言
っ
て
抵
抗
を

続
け
る
。
母
親
は
、
娘
を
男
と
出
奔
し
た
「
不
具
同
様
な
捨
て
も
の
」
と
考

え
る
が
、
不
治
の
病
に
か
か
っ
た
娘
を
結
局
は
許
す
よ
う
に
な
る
。
婚
約
者

の
い
た
恋
人
・
保
衛
の
ほ
う
も
、
自
分
の
父
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
美

江
に
求
婚
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
美
江
の
病
気
は
悪
化
し
て
い
る
。

胸
が
ふ
さ
が
っ
て
呼
吸
ば
か
り
が
美
江
に
は
苦
し
か
っ
た
。
保
衛
を
見
た
時

の
さ
っ
き
の
驚
き
と
、
嬉
し
さ
と
な
つ
か
し
さ
と
で
）
美
江
の
胸
に
は
今
も

働
停
が
や
ま
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
だ
ん
だ
ん
に
混
迷
し
て
行
く
や
う
な
心

持
に
な
っ
て
、
美
江
は
我
知
ら
ず
蒲
団
の
上
に
倒
れ
た
。
（
中
略
）
「
あ
な
た

と
結
婚
の
で
き
る
身
髄
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
も
の
。
私
は
い
や
な
病
気

に
な
っ
た
の
ぢ
な
い
で
せ
う
か
。
」
（
注
二
九
）
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胸
が
ふ
さ
が
り
、
呼
吸
し
た
ら
苦
し
く
な
る
、
「
い
や
な
病
気
」
は
、
肺
病

で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
小
説
の
末
尾
は
、

青
葉
が
だ
ん
だ
ん
に
濃
く
な
っ
て
来
た
。
美
江
が
漸
く
保
衛
に
連
れ
ら
れ
て
、

南
の
海
に
向
っ
て
旅
立
つ
日
が
来
た
。
や
せ
細
っ
た
美
江
の
顔
に
久
し
ぶ
り



で
白
い
も
の
を
つ
け
た
そ
の
眼
と
眉
が
際
立
っ
て
み
ん
な
の
眼
に
美
し
く
見

え
た
。
（
中
略
）
病
後
の
美
江
の
身
髄
は
脆
く
散
っ
て
ゆ
く
花
片
の
や
う
に

弱
々
し
く
見
え
た
。

美
江
の
命
、
そ
れ
は
何
時
ま
で
保
つ
こ
と
だ
ら
う
。
（
注
三

O
）

と
い
う
よ
う
に
、
美
江
の
死
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
。

死
病
に
か
か
っ
た
美
江
が
恋
人
を
結
ぼ
れ
る
に
い
た
る
こ
と
は
、
封
建
的
な

家
制
度
に
抵
抗
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
死
」
を
賭
し
て
ま
で
、
自
我
を
押
し
通

し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

美
江
の
「
死
」
は
、
イ
タ
リ
ア
小
説
家
・
、
ダ
ヌ
ン
ツ
イ
オ
（
一
八
六
三
j

一
九
三
八
）
の
「
死
の
勝
利
」
（
一
八
九
四
）
を
連
想
さ
せ
る
。
『
死
の
勝
利
』

（
一
八
九
四
）
に
お
い
て
、
男
主
人
公
・
ジ
ヨ
ル
ジ
ョ
・
ア
ウ
リ
ス
パ
は
、

人
妻
の
女
性
・
イ
ッ
ポ
リ
タ
・
サ
ン
ツ
ィ
オ
と
恋
に
落
ち
た
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
国
イ
タ
リ
ア
で
は
離
婚
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
人
は
法
律
上
、

一
緒
に
な
れ
な
い
。
宗
教
上
の
タ
ブ
l
に
対
し
て
、
二
人
は
駆
け
落
ち
し
、

男
は
、
法
律
的
に
女
性
が
永
遠
に
他
人
の
妻
で
あ
る
こ
と
に
悩
ん
だ
あ
げ
く
、

心
中
を
選
ぶ
。
『
死
の
勝
利
』
は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
は
、
現
実

の
世
界
で
は
イ
ッ
ポ
リ
タ
と
の
夫
婦
の
名
分
を
得
ら
れ
な
い
が
、
死
ぬ
こ
と

に
よ
っ
て
死
の
世
界
で
夫
婦
の
名
分
を
実
現
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
り
、
個

人
が
国
家
の
制
度
に
勝
つ
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
死
に
方
（
病
死
と
自
殺

死
）
は
異
な
る
が
、
美
江
と
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ウ
リ
ス
パ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

求
め
て
い
る
も
の
を
、
「
死
」
と
い
う
形
で
手
に
入
れ
た
点
が
共
通
し
て
い
る
。

封
建
的
な
家
制
度
に
対
し
て
、
「
命
」
の
美
江
は
、
「
暗
い
空
」
の
咲
子
よ

り
、
さ
ら
に
大
胆
に
実
際
的
な
行
動
を
取
り
、
そ
の
結
果
、
死
の
運
命
を
免

れ
な
い
と
し
て
も
、
勝
利
を
得
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

当
時
の
社
会
状
況
に
お
い
て
、
結
核
は
明
治
期
か
ら
昭
和
二

O
年
頃
ま
で

大
勢
の
人
々
が
か
か
り
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
で
あ
っ
た

（
注
コ
二
）
。
俊
子
の
周
囲
に
い
た
作
家
た
ち
に
も
肺
病
で
亡
く
な
っ
た
例
が

多
く
見
ら
れ
る
（
注
三
二
）
。
特
に
、
俊
子
の
最
初
の
文
学
上
の
手
本
と
し
た

樋
口
一
葉
も
肺
病
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
影

響
を
受
け
た
人
や
自
分
の
妹
等
の
肺
病
死
を
見
聞
き
し
た
俊
子
の
作
品
に
、

肺
病
死
の
モ
チ
ー
フ
が
頻
出
す
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

俊
子
の
作
品
に
お
け
る
肺
病
死
の
モ
チ
ー
フ
の
設
定
は
、
当
時
の
多
く
の

人
た
ち
が
肺
病
に
か
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
反
映
す
る
一
方
、
彼
女
に
先
行

す
る
作
品
、
特
に
、
慮
花
の
「
不
知
帰
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
俊
子
は
し
ば
し
ば
作
品
に
お
い
て
女
性
を
肺
病
死
の
運
命
に
遭
遇

さ
せ
る
が
、
女
性
人
物
た
ち
の
死
は
、
男
性
中
心
的
な
社
会
制
度
へ
の
服
従

を
象
徴
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
、
逆
説
的
に
女
性
た
ち
の
救
済
が

行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
大
正
に

入
っ
て
、
「
新
し
い
女
」
（
注
三
三
）
が
誕
生
す
る
に
伴
い
、
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

は
、
依
然
と
し
て
死
の
運
命
は
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
ひ
た
す
ら
運
命
に
服

従
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
的
な
行
動
を
取
り
、
社
会
に
関
与
し
よ
う
と
す

る
。
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
俊
子
の
作
品
に
お
い
て
、
次
第
に
、
封
建
的

な
家
制
度
の
樫
桔
を
逃
れ
る
「
新
し
い
女
」
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ

と
が
窺
え
る
。
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注

同同同五『巻同
書書書年明第西

、玉治一順
二一月文号二
O 九）学、郎

八七一全克「
頁頁九集誠結

。。、堂核

頁十出と
。九版文

子一

広一（
津九一
柳七ご
浪ー（

生手冒
（一本
筑月胸
摩）部
書八臨
房一床

頁』
。第

注

一
九
六

注
三

注
四

注
五

注
六

注
七

注
八

注
九

『
不
如
帰
』
（
民
有
社
刊
行
、

一頁。

同
書
、
二
九
四
頁
。

同
書
、
三
六
三
、
三
六
六
、
三
七

O
、
三
七
一
頁
。

小
松
良
夫
コ
不
如
帰
」
で
結
核
史
を
区
分
す
る
」
（
『
医
学
研
究
』

七
三
号
、
医
学
史
研
究
会
出
版
、
一
九
九
八
年
九
月
）
九
頁
。

福
田
翼
人
『
結
核
と
い
う
文
化
史
』
（
中
央
公
論
新
社
出
版
、
二

O

O
一
年
十
一
月
）

『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
三
号
（
種
智
院
大
学
出
版
、
二

O

O
二
年
三
月
）
。

「
花
日
記
」
（
『
女
鑑
』
明
治
三
十
六
年
九
月
）
は
、
結
婚
前
に
夫

が
書
い
た
、
病
死
し
た
婚
約
者
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
た
日
記
を

妻
が
盗
み
読
む
、
入
れ
子
形
式
の
物
語
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
、
『
新
小
説
』
に
発
表
し
た
「
露
」
も

「
花
日
記
」
と
同
様
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
・
愛
が
自
分
の
幸
福
な
結

婚
生
活
を
迎
え
る
直
前
に
、
肺
病
で
死
の
運
命
に
遭
遇
す
る
物

一
九

O
O年
一
月
）

一
五

0
1
一
五

注
十

注注注
一
三

注
一
四

注
一
五

注
一
六

注
一
七

注

八

注

九

注
二

O

注
二
一

注
二
二

注注

四

注
二
五

注
二
六

注
二
七

語
で
あ
る
。

長
谷
川
啓
、
塁
小
凋
停
車
里
子
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
一
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二

O
一
二
年
八
月
）
三
頁
。

同
書
。

同
書
、
二
三
頁
。

ブ
ラ
ム
・
ダ
イ
ク
ス
ト
ラ
『
倒
錯
の
偶
像

l
l世
紀
末
幻
想
と

し
て
の
女
性
悪
』
富
士
川
義
之
等
共
訳
（
パ
ピ
ル
ス
出
版
、
一

九
九
四
年
四
月
）
の
第
二
章
「
病
弱
崇
拝
」
（
六
一
頁
）
を
参
照
。

同
書
。

同世一回。

同
書
、
六
四
頁
。

同
書
、
六
八
頁
。

同
書
、
六
九
真
。

長
谷
川
啓
、
黒
津
亜
里
子
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
一
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二

O
一
二
年
八
月
）
二
八
て
二
九
一
、
三

O
二

頁。
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長
谷
川
啓
、
黒
樺
亜
里
子
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
四
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二

O
一
二
年
十
一
月
）
二
七
八
頁
。

前
掲
書
（
三
八
五
頁
）
。

露
英
「
賞
め
て
や
ら
ざ
り
し
が
口
惜
し
く
候
」
初
出
『
手
紙
雑

誌
』
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
六
日
（
長
谷
川
啓
、
黒
津
亜
里

子
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O

一
二
年
八
月
）
一

O
七
頁
。

人
に
感
染
す
る
不
治
の
病
に
か
か
っ
て
い
た
咲
子
は
、
自
分
が



注
二
八

死
な
な
い
と
伯
母
が
家
に
来
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

村
上
信
彦
は
『
大
正
期
の
職
業
婦
人
』
（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八

三
年
十
一
月
、
二
二
頁
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
明
治
期
に
女
の
職
業
が
ま
だ
特
殊
な
目
で
見
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
大
正
に
入
る
と
こ

の
風
潮
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
、
女
の
新
し
い
生
き
方
と
し

て
認
め
る
気
運
が
一
方
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
資
本
主
義
の
発
達
に
伴
っ
て
女
の
職
業
が
い
や

お
う
な
し
に
拡
大
さ
れ
、
か
つ
て
は
特
殊
だ
っ
た
就
職
者
数
が

増
大
し
て
社
会
的
に
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
る
」
。

長
谷
川
啓
、
黒
海
亜
里
子
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
五
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二

O
一
三
年
二
月
九
七
、
九
七
、
一

O
一頁）。

前
掲
書
（
一

O
一頁）。

池
田
功
「
日
本
近
代
文
学
と
結
核
｜
｜
負
の
青
春
文
学
の
系
譜

1
1
1
」
（
『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
修
所
紀
要
』
第
五
一
冊
、
二

O
O
二
年
、
三
頁
）
で
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
結

核
と
は
結
核
菌
が
体
内
に
侵
入
し
、
あ
る
種
の
病
変
を
つ
く
る

慢
性
の
伝
染
病
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
で
は
漢
方
名
の
「
労
咳
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
肺
に
多
く
病
変
を
つ
く
っ
た
こ

と
か
ら
「
肺
病
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
病
変
の

局
所
が
結
節
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
呼
び
方
で
あ
る
「
結

核
」
と
な
っ
た
。
結
核
は
古
代
の
希
臓
か
ら
遺
伝
説
と
伝
染
説

に
分
か
ら
れ
て
病
因
が
論
争
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
八
二
年
（
明

注
二
九

注
三

O

注
三
一

注
三
二

注
三
三

治
一
五
）
ド
イ
ツ
人
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ツ
ホ
が
結
核
菌

を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
染
説
に
決
着
し
た
。
し
か
し
結

核
を
治
す
こ
と
の
で
き
る
治
療
法
は
な
か
な
か
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
。
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
ア
メ
リ
カ
人
の
ワ
ク
ス
マ

ン
が
、
土
壌
内
か
ら
抗
生
物
質
の
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
を
発

見
し
決
定
的
な
治
療
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
で
は
一
九
四

九
年
（
昭
和
二
四
）
ア
メ
リ
カ
か
ら
初
め
て
二

O
万
本
が
輸
入

さ
れ
、
翌
年
か
ら
国
内
の
製
造
が
認
可
さ
れ
た
。
一
九

O
九
年

（
明
治
四
二
）
か
ら
結
核
死
亡
者
数
は
ず
っ
と
一

O
万
人
の
大

台
に
あ
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に
は
そ
れ
を
下

回
り
下
降
線
を
描
い
て
減
っ
て
ゆ
き
、
結
核
は
治
る
病
と
な
り
、

恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
無
く
な
っ
て
い
っ
た
」
。

福
田
異
人
「
結
核
の
文
学
史
序
説
i
病
の
比
較
文
化
史
的
研
究

j
」
（
ヲ
一
一
一
口
語
文
化
論
集
』
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文

化
研
究
科
出
版
、
二

O
O
二
年
一
一
月
二
三

O
頁
）
に
よ
れ

ば
、
森
鶴
外
（
一
八
六
二
l

一
九
二
三
）
、
二
葉
亭
四
迷
（
一

八
六
四
！
一
九

O
九
）
、
若
松
賎
子
（
一
八
六
四
｜
九
六
）
、
夏

目
激
石
（
一
八
六
七
l
一
九
二
ハ
）
、
正
岡
子
規
（
一
八
六
七

l

一九

O
二
）
、
斎
藤
緑
雨
（
一
八
六
七

l
一
九

O
四
）
、
国
木
田

独
歩
（
一
八
七
一
ー
ー
一
九

O
八
）
、
高
山
樗
牛
（
一
八
七
一
一
lasa
－－一

九
O
ニ
）
、
樋
口
一
葉
（
一
八
七
二

l
九
六
）
ら
が
肺
病
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。

明
治
四
四
年
か
ら
大
正
五
に
か
け
て
、
雑
誌
「
青
鞍
」
を
出
し

た
女
性
文
学
者
の
グ
ル
ー
プ
（
平
塚
ら
い
て
う
、
伊
藤
野
枝
ら
）
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が
中
心
と
な
っ
て
提
唱
し
た
、
近
代
的
自
我
に
目
覚
め
た
進
歩

的
女
性
の
こ
と
で
あ
り
、
封
建
的
な
因
襲
を
打
破
し
、
社
会
的

に
も
家
庭
的
に
も
、
新
し
い
地
位
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
女
性

で
あ
る
。

画

「
最
後
の
花
」
（
一
九

O
O年
）
。
、
ブ
ラ
ム
・
ダ

イ
ク
ス
ト
ラ
『
倒
錯
の
偶
像
｜
｜
世
紀
末
幻
想
と
し
て
の
女
性

悪
』
富
士
川
義
之
等
共
訳
（
パ
ピ
ル
ス
出
版
、
一
九
九
四
年
四

月
）
六
二
頁
参
照
。


